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秋田県立大学大学院　生物資源科学研究科　修士１年
土壌環境学研究室

塚越　圭

農業との出会い、そして

農 業 大 学 生 に よ る リ レ ー 寄 稿 文

　私は静岡県出身で、高校を卒業するまで農業とは
縁もゆかりもない環境で育ちました。生物に興味が
あったことと高校の先生の勧めもあり秋田の大学に
行くことに決め、同時に大潟村にある学生寮に入る
ことにしました。この選択が私を農業と出会わせ、
そして人生に大きな影響をあたえることになりまし
た。
　八郎潟を干拓してできた大潟村は、１枚の圃場が
1.25 haもあり、水稲を中心とした大規模な農業
が行われている農村です。そのため、寮に住む学生
は“良い労働力”であり、農繁期にはアルバイトとし
て多くの学生が駆り出されます。この農業アルバイ
ト（略して「農バイ」）こそが、まさしく私を農業と出
会わせてくれた存在です。私は学部１年生のときか
ら、この「農バイ」でさまざまな作業を経験させても
らいました。例えば、田植えの手伝いや畦の除草な
どの水田仕事から、タマネギの収穫やエダマメの選
別などの畑仕事まで、本当にたくさんの作業をやら
せてもらいました。そのなかでも、ある農家さんの
ところで「フェラーリに乗せてあげるよ」と言われ、
どでかい６条コンバインに乗せられ、１週間稲刈り
をし続けたことが一番の思い出になっています。

　こうして私は「農バイ」を通して農業を肌で感じて
「農業ってこんなに楽しいんだ！」と思い、農業につ
いてもっと知りたいという気持ちから今の研究室を
選びました。私の研究室は「作物生産と環境保全が
両立する農業技術体系の確立」をモットーに、試験
場や農家圃場を主なフィールドとして、現場に密着
した研究を展開しています。具体的な私の研究内容
は、ダイズの多収を目的としたもので、大潟村の農
家圃場において栽培試験を行っています。

　農業に心を奪われてしまった私は、大学院に進学
した今でも寮に住み続け、早朝や休日に「農バイ」を
やりつつ、日々研究室で勉強しています。大潟村で
生活し、多くの農家さんと交流するなかで、農家さ
ん同士、または農家さんと消費者とのつながりの強
さや広がりを知り、農業とは単なる作物生産ではな
く、人と人をつなげる営みであると考えるようにな
りました。私はそこが農業の魅力だと感じます。私
は将来、秋田県で経験したことや学んだことを活か
して、日本農業の発展に貢献していきたいと思って
います。「農バイ」でさまざまな作業を経験した塚越さん

大学院に進学した後も「農バイ」をやりつつ、
日々研究室で勉強している塚越さん

　ＪＡふかや管内は、利根川と荒川の氾濫がもたらした
豊かな沖積土の恩恵を受け、日本一の出荷量を誇る深谷
ねぎをはじめ、施設でのキュウリ、ユリ、チューリップ、
露地でのブロッコリー、ホウレンソウの栽培が盛んであ
る。このようななか、水田では担い手農家に土地が集積
し、水利の悪い水田では小麦が作付けされ、経営規模の
拡大にともない難防除雑草カラスムギが繁殖し、被害が
年ごとに大きくなっている。従来から、石灰窒素の主成
分シアナミドは、種子の休眠覚醒効果、死滅効果がある
ことが知られている。そこで、小麦播種前に石灰窒素を
散布し、カラスムギの発生抑制を目的に平成28〜29年
に１haの圃場で実証試験を行った。
試験方法
　耕種概要は次のとおりである。
①９月２日：石灰窒素70㎏/10ａ散布・ロータリー耕
②10月上旬〜11月23日：耕うん処理３回
③ 12月２日：耕うん後、小麦播種（品種：さとのそら、
播種量：８㎏/10ａ、基肥窒素量：7.5㎏/10ａ）

④ 12月９日：除草剤散布（リベレーターフロアブル、ト
レファノサイド乳剤）

⑤１月上旬〜２月下旬：踏圧３回
⑥３月上旬：窒素追肥2.8㎏/10ａ
⑦６月７日：収穫
試験結果および考察
　当初の計画では、主にシアナミドの休眠覚醒効果を期
待し、カラスムギの発芽を小麦播種前に前進させて耕種
的防除を行うことに主眼を置き、気温が低下し始める９
月中旬以降に石灰窒素を散布する予定であったが、相談
者の農作業の関係で石灰窒素の散布を前倒しし、９月上
旬に実施した。
　散布時の圃場状況は、土壌水分が非常に多く（散布前
７日間の降水量は177.5㎜）、気温が高く経過した（散布

後の平均気温は
27.1℃）。散布２
週間後に雑草の発
生状況を調査した
ところ、カラスム
ギの休眠覚醒効果
は得られなかった
ものの、石灰窒素
区ではカヤツリグ
サ科や広葉雑草の

発生が慣行区に比べ３倍多くなった（写真１）。
　10月上旬の１回目の耕うん以降、慣行区ではカラス
ムギが多発したが、石灰窒素区ではほとんど発生が確認
できず、高水分・高気温がシアナミドの種子死滅効果を
助長したことが示唆された。小麦播種以降も石灰窒素区
のカラスムギの発生は慣行区に比べ少なく、シアナミド
による種子死滅効果が顕著にみられた（図１）。
　坪刈り調査では、石灰窒素区が慣行区より３割増収し、
圃場全体の収量は約５ｔ/haであり、昨年の３ｔ/haに
比べ大幅にアップした（図２）。ただし、小麦の施肥は基
準量としたため、子実のタンパク含有率が品質評価基準
の許容値より高くなり、減肥などの対策が必要である。

★
　今回の試験では、カラスムギの防除に対して高水分・
高気温下での石灰窒素散布がシアナミドの種子死滅効果
および覚醒効果を得るために重要であることが示唆され
た。散布時期や品質評価基準値を踏まえた散布量を検証
する必要はあるが、カラスムギ以外の単子葉雑草および
広葉雑草にも効果が認められたことから、小麦作におけ
るネズミムギ、カラスノエンドウなどの防除にも期待が
持てる。本試験における石灰窒素散布は、収量アップだ
けでなく、コストおよび労働力の削減、出荷時の雑草種
子の混入も防げるなど、生産者へのメリットが大きいと
考える。

石灰窒素による小麦雑草カラスムギ防除の実証試験
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図１　石灰窒素散布の有無による雑草発生状況
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図２　石灰窒素散布の有無による小麦収量およびタンパク含有率

写真１　�石灰窒素散布２週間後の雑草発生状況
（撮影：平成26年９月15日）
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